
未来のサスティナブルな消費者を育てる食育 一般社団法人サステナブルフードチェーン協議会

■「こどもスマイリング・プロジェクト」の概要
子ども食堂に通う子どもたちに『職業体験型食育プログラム』の提供を通じて、買い物を通じ

たエシカルな消費や食品ロス削減などを学んでもらうと同時に、「食」✕「職」を楽しむ、「生命

をいただく」という食材を食べきることの大切さも体験してもらう。子ども達の「食育教育」の機

会の提供、休み期間中の子どもたちの「食」を救済するイベントなどを開催している。また、リア会の提供、休み期間中の子どもたちの「食」を救済するイベントなどを開催している。また、リア

ルな体験機会を通じて、食や家庭に課題を持つ子どもたちとこども食堂の方に、食品産業が

余剰食品の情報を伝えられるように、コミュニケーションを取れる情報ネットワークを構築して

いる。

１）エシカル消費を学ぶ職業体験型食育プログラムを作成（DeepPeople監修）１）エシカル消費を学ぶ職業体験型食育プログラムを作成（DeepPeople監修）

２）作成したプログラムを元に、会員企業と自治体、こども福祉団体の協力のもと、食品ロス削

減を含むエシカル消費学習プログラムを実施するイベントを開催

3）イベントなどの取組を通じ、自治体内商工会議所所属企業や子ども食堂ネットワークとの対

所在地：東京都千代田区

話の機会を創出する。「食育」をきっかけに子ども支援を行うため、幅広いステークホルダー

間の連携のきっかけとなるようなプラットフォーム(HPなど)を開設し、普及・啓発活動の実施

※2020年度消費者庁「令和2年度地方消費者行政モデル事業」採択事業

※2021年度日本財団助成事業 所在地：東京都千代田区
フードサプラチェーン全体で食品ロス削減を中心とす
る課題解決等により、フードサプライチェーンの持続
性を目指す食品産業事業者と有識者のネットワーキ
ングの場を提供。企業や研究者らの知見を広く共有
し、民間主導で有機的に各主体が繋がるネットワーキ

■具体的な取組 子どもたちの「食育」教育機会の提供

「こどもエシカルフードマスター講座」 令和2年9月22日開催

国分グループ本社株式会社、株式会社セブン-イレブン・ジャパン協力のもと、

※2021年度日本財団助成事業

し、民間主導で有機的に各主体が繋がるネットワーキ
ングや実証の場として、 2019年にコンソーシアムを
立ち上げた。
子どもたちの心と体の成長に必要な『食』や食に関わ
る『職』などの経験を届け、食品企業の様々な取組へ

国分グループ本社株式会社、株式会社セブン-イレブン・ジャパン協力のもと、

店頭に食品が並ぶまでの流れや、自分の体によい食品を選ぶ「賢い食品の

選び方」講座、管理栄養士によるコンビニで買った食品を使った簡単おいしい

スマイルレシピ紹介、コンビニエンスストアでのエシカル消費や環境配慮につい

て学び、食品を食品ロスにしないよう買ってもらうためのエシカル消費チャレン る『職』などの経験を届け、食品企業の様々な取組へ
の理解と地域への貢献を通じた持続可能な社会を
目指す仕組みの構築を目指し、こうした支援の輪を
広げる活動等を推進している。

て学び、食品を食品ロスにしないよう買ってもらうためのエシカル消費チャレン

ジなどを体験してもらった。

★参加者：大阪市浪速区子ども食堂チェリー保育園児･小・中学生17名

引率者約15名+見学者約10名



「有機野菜農場で農業学習」～持続可能な農業を未来に～ 令和2年10月24日(土)開催

工場敷地内の農場で規格外の有機野菜の収穫体験をし、その野菜の栄養素を学びつつ、収穫した

野菜を使って調理する体験を通じ、いのちをいただく食事の大切さを実感してもらうイベントをワタミ

株式会社の協力のもと開催した。農場で働く人の思いや配慮を知り食品産業の職業についても学べ株式会社の協力のもと開催した。農場で働く人の思いや配慮を知り食品産業の職業についても学べ

るプログラムとなっている。

★参加者：大阪市浪速区子ども食堂チェリー中学生19名+引率者約10名

『こどもスマイリング・プロジェクト✕関西SDGsプラットフォーム

SDGsについて学び考えようSDGsオンラインサマースクール』 令和3年7月25日（日）開催

全国の小学1年生～中学3年生を対象に身近な食からSDGsについて考えて、SDGs目標達成に向

けて、子ども達が自ら取り組み考える機会を提供するオンラインイベントを関西SDGsプラットフォーム

と共同で開催した。と共同で開催した。

★参加者：全国の小学1年生～中学3年生169名程度

■食品寄贈しやすい/子ども支援をしやすい環境整備の取組
『こどもスマイリング・プロジェクトハートドライブキャンペーン』

夏休み期間に「食」の貧困を抱える子どもたちに、通常販売する食材を企業から提供してもらい、寄

贈できる機会を創出するモデル事業として実施。京都府、大阪府、兵庫県の子ども福祉団体・子ど

も食堂に通う子どもたちを対象に、それぞれの拠点に合わせた配布方法で食材を提供し、夏休み期も食堂に通う子どもたちを対象に、それぞれの拠点に合わせた配布方法で食材を提供し、夏休み期

間の子どもたちの困窮の一助となるよう食品寄贈のモデル事業として実証した。

「企業と子ども食堂共創フォーラム」

こども支援をする企業と支援を受ける子ども福祉団体の相互理解を深め、対等な関係作りおよび子

どもの支援がより得られる社会作りを目指した実例共有フォーラムを大阪市社会福祉協議会と行っ

ている。

『食品寄贈実例研究勉強会』

食品寄贈に関する実施のハードルを低くすることを目的として、会員企業・団体にて先進的食品寄食品寄贈に関する実施のハードルを低くすることを目的として、会員企業・団体にて先進的食品寄

贈を実施している企業の実例紹介を行うオンライン勉強会を開催。食品寄贈に取り組む企業のリア

ルな実施状況を共有してもらうことで、他社が食品寄贈を行う際の参考事例を知ることができる。


